
 

○施行期日：公布の日（第三は、公布後３カ月以内に政令で定める日） 
○技能実習生等の保護：第一４の措置が講ぜられるまで、技能実習生等の保護のため措置を実施 

１ 外国人一般労働者雇用制度の整備の推進を総合的かつ集中的に行うため、内閣に本部を置く。 

２ 当事者や有識者からの意見を施策に反映させるため、本部に推進会議を置く。 

１ 一般労働 1号の在留資格及び一般労働 2号の在留資格の創設等 

 一般労働１号 一般労働２号 

本邦での活動 

特定産業・区域で認定雇用機関との雇用契約

に基づき一般業務に係る活動（他の就労資格で

行うことができる活動以外の活動）として運用計

画を踏まえ定める活動 

一般労働１号の在留期間満了後も引き続き本邦

で就労しようとする者等を対象に、一般労働１

号の活動から接続性のある形での一般業務に係

る活動として運用計画を踏まえ定める活動 

在 留 期 間 ２年（更新なし） ５年（更新なし） 

取 得 要 件 日本語能力：不要 / 経験・知識・技能：不要 日本語能力：一定水準 / 経験・知識・技能：必要 

条件の変更 
産業分野・区域：原則不可 

いずれも制限なし 認定雇用機関：同一産業・区域内で１回可 
（雇用側に責任ある場合等は無制限） 

配偶者・子の家族滞在 原則不可 可能 

※ 上記のほか、①特定技能及び技能実習の在留資格を廃止（廃止の際現にこれらの在留資格を有する者は引き続き
その在留資格をもっての在留は可能、また、企業単独型技能実習は形を変えて存続）、②就労資格全般を見直すと
ともに、一般労働２号の在留期間満了後も引き続き就労可能な在留資格の創設を検討する。 

２ 外国人一般労働者の雇用に関する手続の整備等 

 
 

１ 目 的：少子高齢化の進展等により人材確保が困難な産業分野・地域が生じていることを背景に、

外国人一般労働者（一般労働１号又は一般労働２号の在留資格を有する者）の適正な受入れを促

進し、かつ、その適切な就業環境が実現されるようその適正な雇用管理を確保するための

制度（外国人一般労働者雇用制度）の整備を推進することを目的とする。 

２ 基本理念：次の事項を基本として、外国人一般労働者雇用制度の整備を推進する。 

①人材不足の産業分野・地域の活力向上と持続的発展及び多文化共生社会の形成に寄与 

②本邦で就労する外国人の人権尊重と適切な保護及び安定的で充実した職業生活の確保

と希望に応じた職業能力の開発・向上 

３ 国の責務：基本理念にのっとり、外国人一般労働者雇用制度の整備を推進する。 

４ 法制上の措置等：政府が整備推進に必要な措置を講ずる（法制上の措置の実施は施行後 1 年以内を目途）。 

外国人一般労働者雇用制度の整備の推進に関する法律案概要 

第一 総 則 

第二 外国人一般労働者雇用制度の整備の推進に関する基本方針 

政府による基本指針及び運用計画※の作成等 
※ ①新規受入れ総数上限、②新規受入れ産業分野・区域及びその新規

受入れ数上限、③条約等締約国ごとの新規受入れ数上限等を規定 

 

第三 外国人一般労働者雇用制度整備推進本部 

厚労大臣 

ハローワーク 

条約等締約国 

外国人一般労働者 

認定雇用機関 

外国人一般労働者に係る求人の申込み等※ 
※ 外国人一般労働者の求人はハローワーク等を通じてのみ行うことが

でき、求人情報等も公的機関間でのみ伝達 

雇用機関の認定※ 
※ 外国人一般労働者を雇用できる機関（雇用主）は、厚労大臣により

その適格性を認定された認定雇用機関のみ 

雇用契約：適正な労働条件確保のため必要な事項の記載が必須 
費用負担：労働者負担は最小限、認定雇用機関変更の際の補填制度の整備 

支援・保護体制の整備 
・日本語研修体制の整備 
・連携強化、外国人一般

労働者就労支援センタ

ーの整備等 
・協議会の設置  etc. 

悪質ﾌﾞﾛｰｶｰ排除等

を適切に行うことが

担保されている国 

等 

等 

※既存の監理団体は、そのノウハウを生かし相

談対応等の支援に当たる団体として活動可 

（外国人労働者安心就労法案） 



外国人労働者安心就労法案（立憲案）と入管法及び技能実習法改正案（政府案）との比較表 
 

 立憲案 政府案 

法 形 式 プログラム法（政府に基本方針に従った立法措置〔1年内に実施〕等を義務付けるもの） 実体法（施行〔原則 3年内に政令で定める日〕されれば制度として即機能するもの） 

法  目  的 

基 本 理 念 

次の基本理念にのっとり、外国人一般労働者雇用制度の整備を推進する 

 ① 人材不足の産業分野・地域の活力向上と持続的発展及び多文化共生社会の形成に寄与 

 ② 外国人の人権尊重と保護及び安定的で充実した職業生活の確保と希望に応じた職業能力の

開発・向上 

育成就労の適正な実施と育成就労外国人の保護を図り、もって人材の育成と人材の確保をする  
〔「技能実習法」から「育成就労法」に題名変更〕 

在 留 資 格 

技能実習・特定技能の在留資格を廃止し、一般労働 1 号及び一般労働 2 号の在留資格を創設 
  一般労働 1 号：特定産業・区域で認定雇用機関（雇用主）との雇用契約に基づき一般業務に係る活動（他

の就労資格で行うことができる活動以外の活動）として運用計画を踏まえ定める活動を

行うことができる在留資格 

  一般労働 2 号：一般労働１号の在留期間満了後も引き続き本邦で就労しようとする者等を対象に、一般

労働 1 号の活動から接続性のある形での一般業務に係る活動として運用計画を踏まえ定

める活動を行うことができる在留資格 

技能実習の在留資格を廃止し、育成就労の在留資格を創設 
  特定産業分野のうち就労を通じて技能を修得させることが相当な分野に属する技能を要する業務に従

事する等の活動を行うことができる在留資格 

特定技能に係る制度の適正化等（特定技能所属機関（雇用主）が 1 号特定技能外国人の支援を外部委託す

る場合の委託先を登録支援機関に限定する、育成就労と特定技能の対象職種・分野を原則一致させる等） 

―――――――――――――――――――――― 永住許可制度に係る許可要件の明確化と取消事由の追加等 

一般労働 2 号の在留期間満了後も引き続き本邦で就労可能な新たな在留資格の創設を検討 
―――――――――――――――――――――― 

就労に係る在留資格全般の見直し 

企業単独型技能実習に相当する在留資格の整備 企業内転勤 2 号の在留資格の創設（このほか、単独型育成就労に転換する企業単独型技能実習も想定される） 

在 留 期 間 一般労働 1 号：2 年 / 一般労働 2 号：5 年 育成就労：3 年 /特定技能 1 号：通算 5 年 /特定技能 2 号：制限なし 

取 得 要 件 一般労働 1号：日本語能力や経験技能等不要 / 一般労働 2号：一定水準の日本語能力と経験技能等 育成就労：最低限の日本語能力 / 特定技能：一定水準の日本語能力と技能 

転籍・転職 

〔一般労働 1 号〕 

・産業分野・区域の変更（認定雇用機関の変更を伴わないものに限る）は原則不可 

・認定雇用機関の変更は同一産業・区域内で 1 回可（雇用側に責任がある場合等は無制限。その具体

的な内容については、厚労大臣がガイドラインを策定して提示） 

〔一般労働 2 号〕 

・いずれも制限なし 

〔育成就労〕 

・以下の条件を満たすものとして本人が申出をした場合及びやむを得ない場合に転籍可 
  ① 同一業務区分内である 

② 同一機関での就労が 1～2 年を超えている 

  ③ 技能検定試験基礎級等及び一定水準以上の日本語能力に係る試験の合格 

  ④ 転籍先が適切と認められる一定の要件を満たす 

〔特定技能〕 

・同一業務区分内又は技能水準の共通性が確認されている業務区分間において転職可 

家 族 滞 在 一般労働 1 号：不可 / 一般労働 2 号：配偶者及び子について可 育成就労：不可 /特定技能 1 号：不可 /特定技能 2 号：配偶者及び子について可 

労働者派遣 一般労働 1 号・一般労働 2 号：不可 育成就労：季節性のある分野での派遣形態可 / 特定技能：農業・漁業で派遣形態可 

基本方針等 

基本方針及び運用計画の策定（運用計画に、①新規受入れ総数上限、②受入れ産業分野・区域及びその新

規受入れ数上限、③条約等締結国（ブローカー排除等を適切に行うことが担保されている国）ごとの新規受入

れ総数上限を規定） 

・育成就労基本方針及び分野別運用方針の策定（分野別運用方針に、各分野の受入れ見込数を設定） 

・特定技能基本方針及び分野別運用方針の策定（分野別運用方針に、各分野の受入れ見込数を設定） 

雇 用 機 関 

雇 用 契 約 

・以下の条件について認定を受けた雇用機関（認定雇用機関）のみに外国人一般労働者（一般労働

1 号又は一般労働 2 号の在留資格を有する者）の雇用主を限定 
  ① 雇用契約の適正な履行が確保されるものとして定める基準に適合 

  ② 本邦における求人努力 

  ③ 外国人一般労働者を雇用するための就業環境の整備 

  ④ 外国人一般労働者に対する支援体制の整備 

※外国人一般労働者の費用負担については、明確かつ最小限になるようにする旨を別途規定 

・雇用契約が一定の基準に適合することが必要 

〔育成就労〕 

・育成就労実施者（雇用主）は育成就労計画が以下の条件等に合致する旨の認定が必要 
  ① 育成就労の期間が 3 年以内 

  ② 業務、技能、日本語能力その他の目標や内容 

  ③ 受入れ機関の体制 

  ④ 外国人が送出機関に支払った費用が基準に適合 

〔特定技能〕 

・特定技能所属機関は雇用契約時の届出や雇用契約等が一定の基準に適合すること等が必要 

監 理 団 体 
求人等はハローワーク等の公的機関に限定 

(既存の監理団体は、そのノウハウを生かし相談対応等の支援に当たる団体として活動が可能) 

中立性確保のための措置（外部監査人の設置、密接関係役職員の排除等）を講じた上で、監理団体を

「監理支援機関」として維持（主務大臣の許可制） 

罰 則 強 化 ―――――――――――――――――――――― 不法就労助長罪の厳罰化（拘禁刑 3 年以下又は罰金 300 万円以下⇒5 年以下又は 500 万円以下 併科可） 

協 議 会 関係機関、認定雇用機関、支援団体等から構成される協議会の設置 育成就労：地域協議会の設置 / 特定技能：分野別協議会の設置 

支 援 体 制 
ハローワーク等の体制強化、関係機関の連携強化、外国人一般労働者に対する支援及びその保護

に関する業務を行う拠点としての機能を担う外国人一般労働者就労支援センターの整備 

外国人技能実習機構に代わり、外国人育成就労機構を設置し、従来からの業務に加え、育成就労

外国人の転籍支援や 1 号特定技能外国人に対する相談援助にもその業務を拡大 

※ 政府案の項の特定技能に関する記述については、改正案だけでなく、現行法の内容を含む。 
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関
」
と
は
、
第
十
一
条
第
一
号
の
認
定
を
受
け
た
本
邦
の
公
私
の
機
関
を
い
う
。 

 

（
基
本
理
念
） 

第
三
条 

外
国
人
一
般
労
働
者
雇
用
制
度
の
整
備
の
推
進
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

人
材
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
た
め
外
国
人
に
よ
り
不
足
す
る
人
材
の
確
保
を
図
る
べ
き
産
業
上
の
分

野
及
び
地
域
の
活
力
の
向
上
及
び
持
続
的
な
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
多
文
化
共
生
社
会
（
多
文
化
共
生
社
会
基
本

法
（
令
和
六
年
法
律
第 

 
 

号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
多
文
化
共
生
社
会
を
い
う
。
）
の
形
成
に
資
す
る
こ
と
。 

 

二 

本
邦
で
就
労
す
る
外
国
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
そ
の
保
護
が
適
切
に
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
外
国
人
の
安



 

 
 

 

四 

定
的
で
充
実
し
た
職
業
生
活
の
確
保
並
び
に
そ
の
希
望
に
応
じ
た
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
。 

 

（
国
の
責
務
） 

第
四
条 
国
は
、
前
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
外
国
人
一
般
労
働
者
雇
用
制
度
の
整
備
を
推
進
す
る
責
務
を
有
す
る
。 

 

（
法
制
上
の
措
置
等
） 

第
五
条 

政
府
は
、
次
章
に
定
め
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
、外
国
人
一
般
労
働
者
雇
用
制
度
の
整
備
の
推
進
を
行
う
も
の
と
し
、

こ
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
と
な
る
法
制
上
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
こ

の
法
律
の
施
行
後
一
年
以
内
を
目
途
と
し
て
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 

第
二
章 

外
国
人
一
般
労
働
者
雇
用
制
度
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針 

 
 

 
 

第
一
節 

一
般
労
働
一
号
の
在
留
資
格
及
び
一
般
労
働
二
号
の
在
留
資
格
の
創
設
等 

 

（
一
般
労
働
一
号
の
在
留
資
格
の
創
設
） 

第
六
条 

政
府
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
一
般
労
働
一
号
の
在
留
資
格
を
創
設
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

そ
の
在
留
期
間
（
入
管
法
第
二
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
在
留
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、

二
年
と
す
る
も
の
と
し
、
在
留
期
間
の
更
新
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
在
留
期
間
中
に



 
 

 

五 

産
前
産
後
休
業
（
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
二
十
三
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
産
前

産
後
休
業
を
い
う
。
次
条
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
育
児
休
業
（
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を

行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
育
児
休
業
を
い
う
。

次
条
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
そ
の
他
の
休
業
の
期
間
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
に
相
当
す
る
期
間
の
在
留
期

間
の
更
新
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

二 

そ
の
取
得
に
当
た
っ
て
は
、
日
本
語
を
理
解
し
使
用
す
る
能
力
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
日
本
語
能
力
」
と
い
う
。
）

及
び
一
般
労
働
一
号
の
在
留
資
格
に
係
る
活
動
に
係
る
経
験
、
知
識
、
技
能
等
は
、
問
わ
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

三 

一
般
労
働
一
号
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
者
の
当
該
一
般
労
働
一
号
の
在
留
資
格
に
係
る
産
業
上
の
分
野
及
び

都
道
府
県
の
区
域
（
次
号
に
お
い
て
単
に
「
産
業
上
の
分
野
及
び
都
道
府
県
の
区
域
」
と
い
う
。
）
の
変
更
（
当
該
一
般

労
働
一
号
の
在
留
資
格
に
係
る
認
定
雇
用
機
関
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
に
限
る
。
）
は
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る

場
合
を
除
き
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

四 

一
般
労
働
一
号
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
者
の
当
該
一
般
労
働
一
号
の
在
留
資
格
に
係
る
認
定
雇
用
機
関
の
変

更
は
、同
一
の
産
業
上
の
分
野
及
び
都
道
府
県
の
区
域
に
お
い
て
一
回
に
限
り
、す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。



 

 
 

 

六 

た
だ
し
、
当
該
認
定
雇
用
機
関
の
下
で
の
就
労
の
継
続
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事
情
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

五 

前
号
た
だ
し
書
の
事
情
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
針
で
定
め
る
も

の
と
す
る
こ
と
。 

 

六 

一
般
労
働
一
号
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
者
の
扶
養
を
受
け
る
配
偶
者
及
び
子
に
つ
い
て
は
、
家
族
滞
在
の
在

留
資
格
（
入
管
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
家
族
滞
在
の
在
留
資
格
を
い
う
。
次
条
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
認
め
な

い
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
一
般
労
働
一
号
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
者
の
在
留
期
間
中
に
本
邦
で
出

生
し
た
子
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

（
一
般
労
働
二
号
の
在
留
資
格
の
創
設
） 

第
七
条 

政
府
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
一
般
労
働
二
号
の
在
留
資
格
を
創
設
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

そ
の
在
留
期
間
は
、
五
年
と
す
る
も
の
と
し
、
在
留
期
間
の
更
新
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
た

だ
し
、
在
留
期
間
中
に
産
前
産
後
休
業
、
育
児
休
業
そ
の
他
の
休
業
の
期
間
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
に
相
当
す

る
期
間
の
在
留
期
間
の
更
新
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 



 
 

 

七 

 
二 

そ
の
取
得
に
当
た
っ
て
は
、
一
定
水
準
以
上
の
日
本
語
能
力
及
び
一
般
労
働
二
号
の
在
留
資
格
に
係
る
活
動
に
係
る
経

験
、
知
識
、
技
能
等
を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

三 

一
般
労
働
二
号
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
者
の
扶
養
を
受
け
る
配
偶
者
及
び
子
に
つ
い
て
は
、
家
族
滞
在
の
在

留
資
格
を
認
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

（
特
定
技
能
及
び
技
能
実
習
の
在
留
資
格
の
廃
止
） 

第
八
条 

政
府
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
た
上
で
、
入
管
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
特
定
技
能
及
び
技
能
実
習
の
在
留
資

格
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
単
に
「
特
定
技
能
及
び
技
能
実
習
の
在
留
資
格
」
と
い
う
。
）
を
廃
止
す
る
も
の
と

す
る
。 

 

一 

特
定
技
能
及
び
技
能
実
習
の
在
留
資
格
を
廃
止
す
る
際
現
に
こ
れ
ら
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
者
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
こ
れ
ら
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者

の
保
護
及
び
支
援
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

二 

入
管
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
イ
、
第
二
号
イ
及
び
第
三
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
に
相
当

す
る
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
在
留
資
格
に
係
る
制
度
を
整
備
し
、
当
該
制
度
を
適
切
に
運
用
す
る
た
め
に
必
要
な
措



 

 
 

 

八 

置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

三 
特
定
技
能
及
び
技
能
実
習
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
者
の
一
般
労
働
一
号
の
在
留
資
格
又
は
一
般
労
働
二
号
の

在
留
資
格
へ
の
変
更
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

（
入
管
法
別
表
第
一
の
上
欄
の
在
留
資
格
に
関
す
る
全
般
的
な
見
直
し
等
） 

第
九
条 

前
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
政
府
は
、
入
管
法
別
表
第
一
の
上
欄
の
在
留
資
格
（
特
定
技
能
及
び
技
能
実
習
の

在
留
資
格
を
除
く
。
）
に
関
す
る
全
般
的
な
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
第
五
条
の
必
要
な
措
置
の
実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、

一
般
労
働
二
号
の
在
留
資
格
に
係
る
活
動
に
よ
り
得
た
経
験
、
知
識
、
技
能
等
を
生
か
し
て
一
般
労
働
二
号
の
在
留
資
格
に

伴
う
在
留
期
間
の
満
了
後
も
引
き
続
き
本
邦
で
就
労
す
る
こ
と
が
で
き
る
在
留
資
格
の
創
設
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の

結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

第
二
節 

外
国
人
一
般
労
働
者
の
雇
用
に
関
す
る
手
続
の
整
備
等 

 

（
基
本
指
針
の
作
成
等
） 

第
十
条 

政
府
は
、
一
般
労
働
一
号
の
在
留
資
格
及
び
一
般
労
働
二
号
の
在
留
資
格
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
二
条
に
お
い
て

「
一
般
労
働
の
在
留
資
格
」
と
い
う
。
）
に
係
る
制
度
の
適
切
な
運
用
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
も
の
と



 
 

 

九 

す
る
。 

 

一 
一
般
労
働
の
在
留
資
格
に
係
る
制
度
の
意
義
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
一
般
労
働
の
在
留
資
格
に
係
る
制
度
の
運
用
に

関
す
る
重
要
事
項
を
定
め
る
基
本
指
針
を
、
閣
議
の
決
定
に
よ
り
、
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

二 

前
号
の
基
本
指
針
に
の
っ
と
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の
一
般
労
働
の
在
留
資
格
に
係
る
制
度
の
適
切
な
運
用
を

図
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
運
用
計
画
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 

イ 

新
た
に
受
け
入
れ
る
外
国
人
一
般
労
働
者
の
総
数
の
上
限 

 
 

ロ 

外
国
人
一
般
労
働
者
を
新
た
に
受
け
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
産
業
上
の
分
野
及
び
都
道
府
県
の
区
域
並

び
に
当
該
産
業
上
の
分
野
及
び
都
道
府
県
の
区
域
ご
と
の
新
た
に
受
け
入
れ
る
外
国
人
一
般
労
働
者
の
数
の
上
限 

 
 

ハ 

条
約
等
締
約
国
（
外
国
人
一
般
労
働
者
の
送
出
し
及
び
受
入
れ
に
関
す
る
条
約
そ
の
他
の
国
際
約
束
を
我
が
国
と
締

結
し
て
い
る
外
国
で
あ
っ
て
、
一
般
労
働
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
本
邦
で
の
就
労
を
希
望
す
る
外
国
人
の
適
切
な
保
護

を
我
が
国
が
当
該
外
国
の
権
限
の
あ
る
機
関
に
要
請
し
た
場
合
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。

第
十
二
条
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
ご
と
の
新
た
に
受
け
入
れ
る
外
国
人
一
般
労
働
者
の
数
の
上
限 

 

三 

第
一
号
の
基
本
指
針
及
び
前
号
の
運
用
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
労
働
者
及
び
関
係
事
業
主
、
関
係
地
方
公



 

 
 

 

一
〇 

共
団
体
の
長
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

（
外
国
人
一
般
労
働
者
を
雇
用
し
よ
う
と
す
る
本
邦
の
公
私
の
機
関
の
認
定
等
） 

第
十
一
条 
政
府
は
、
外
国
人
一
般
労
働
者
を
雇
用
し
よ
う
と
す
る
本
邦
の
公
私
の
機
関
が
外
国
人
一
般
労
働
者
を
雇
用
す
る

の
に
必
要
な
適
格
性
を
有
す
る
こ
と
を
担
保
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

本
邦
の
公
私
の
機
関
が
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
な
け

れ
ば
、
外
国
人
一
般
労
働
者
を
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣

が
当
該
認
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
に
協
議
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 

イ 

最
近
五
年
間
に
出
入
国
又
は
労
働
に
関
す
る
法
令
に
関
し
不
正
又
は
著
し
く
不
当
な
行
為
を
し
た
も
の
で
な
い
こ
と

そ
の
他
雇
用
契
約
の
適
正
な
履
行
が
確
保
さ
れ
る
も
の
と
し
て
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

本
邦
に
お
け
る
求
人
の
努
力
を
尽
く
し
て
い
る
こ
と
。 

 
 

ハ 

外
国
人
一
般
労
働
者
を
雇
用
す
る
た
め
の
就
業
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

 
 

ニ 

外
国
人
一
般
労
働
者
に
対
す
る
職
業
生
活
上
、
日
常
生
活
上
及
び
社
会
生
活
上
の
支
援
（
日
本
語
能
力
の
向
上
並
び

に
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
の
た
め
の
支
援
を
含
む
。
第
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る



 
 

 

一
一 

こ
と
。 

 

二 
認
定
雇
用
機
関
ご
と
の
新
た
に
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
外
国
人
一
般
労
働
者
の
数
の
上
限
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
、
こ
れ
を
当
該
認
定
雇
用
機
関
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

（
外
国
人
一
般
労
働
者
に
係
る
求
人
の
申
込
み
等
） 

第
十
二
条 

政
府
は
、
外
国
人
一
般
労
働
者
に
係
る
求
人
に
際
し
外
国
人
一
般
労
働
者
及
び
一
般
労
働
の
在
留
資
格
を
も
っ
て

本
邦
で
の
就
労
を
希
望
す
る
外
国
人
の
権
利
利
益
が
不
当
に
害
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
。 

 

一 

認
定
雇
用
機
関
が
外
国
人
一
般
労
働
者
を
募
集
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
公
共
職
業
安
定
所
等
（
公
共
職
業
安
定
所
及
び

地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
を
含
む
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
五
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
求
人
の

申
込
み
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
求
人
に
関
す
る
情
報
及
び
当
該
求
人

に
係
る
求
職
者
に
関
す
る
情
報
の
伝
達
に
つ
い
て
は
、
認
定
雇
用
機
関
、
公
共
職
業
安
定
所
等
、
厚
生
労
働
大
臣
及
び
国

土
交
通
大
臣
並
び
に
条
約
等
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
機
関
の
間
に
お
い
て
の
み
、
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

二 

外
国
人
一
般
労
働
者
が
そ
の
在
留
資
格
に
係
る
認
定
雇
用
機
関
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
公
共
職
業
安
定
所



 

 
 

 

一
二 

等
が
、
前
号
の
求
人
の
申
込
み
に
応
じ
て
職
業
紹
介
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

（
外
国
人
一
般
労
働
者
に
係
る
雇
用
契
約
等
） 

第
十
三
条 
政
府
は
、
外
国
人
一
般
労
働
者
に
係
る
適
正
な
労
働
条
件
を
確
保
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
も
の

と
す
る
。 

 

一 

外
国
人
一
般
労
働
者
と
認
定
雇
用
機
関
と
の
間
の
雇
用
契
約
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
が
適
切
に
定
め
ら
れ
て

い
る
も
の
と
し
て
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 

イ 

当
該
雇
用
契
約
に
基
づ
い
て
当
該
外
国
人
一
般
労
働
者
が
行
う
活
動
の
内
容
及
び
こ
れ
に
対
す
る
報
酬
そ
の
他
の
雇

用
関
係
に
関
す
る
事
項 

 
 

ロ 

イ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
雇
用
期
間
が
満
了
し
て
帰
国
す
る
こ
と
と
な
る
外
国
人
一
般
労
働
者
の
帰
国
を
援
助
す

る
た
め
の
措
置
そ
の
他
当
該
外
国
人
一
般
労
働
者
の
適
正
な
在
留
に
資
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項 

 

二 

前
号
の
基
準
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
含
む
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 

イ 

外
国
人
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
報
酬
の
決
定
、
教
育
訓
練
の
実
施
、
福
利
厚
生
施
設
の
利
用
そ
の
他
の
待
遇

に
つ
い
て
、
差
別
的
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。 



 
 

 

一
三 

 
 

ロ 

労
働
者
派
遣
等
（
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六

十
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
労
働
者
派
遣
及
び
船
員
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

百
三
十
号
）
第
六
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
船
員
派
遣
を
い
う
。
）
の
対
象
と
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。 

 
 

ハ 

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
外
国
人
一
般
労
働
者
の
保
護
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
項 

２ 

前
項
の
措
置
の
ほ
か
、
政
府
は
、
外
国
人
一
般
労
働
者
に
係
る
適
正
な
労
働
条
件
の
確
保
に
関
す
る
事
務
を
厚
生
労
働
大

臣
又
は
国
土
交
通
大
臣
に
行
わ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
外
国
人
一
般
労
働
者
の
雇
用
に
関
す
る
費
用
負
担
） 

第
十
四
条 

政
府
は
、
外
国
人
一
般
労
働
者
の
雇
用
に
関
す
る
費
用
に
つ
い
て
外
国
人
一
般
労
働
者
及
び
そ
の
在
留
資
格
に
係

る
認
定
雇
用
機
関
の
負
担
が
適
切
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

外
国
人
一
般
労
働
者
が
負
担
す
る
費
用
を
明
確
か
つ
最
小
限
度
に
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ

と
。 

 

二 

外
国
人
一
般
労
働
者
の
都
合
に
よ
る
そ
の
在
留
資
格
に
係
る
認
定
雇
用
機
関
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
、
変
更
前
の
認

定
雇
用
機
関
が
負
担
し
た
当
該
外
国
人
一
般
労
働
者
の
雇
用
に
関
す
る
費
用
の
一
部
を
、
変
更
後
の
認
定
雇
用
機
関
が
補



 

 
 

 

一
四 

塡
す
る
制
度
を
整
備
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

（
外
国
人
一
般
労
働
者
に
対
す
る
支
援
及
び
そ
の
保
護
等
） 

第
十
五
条 
政
府
は
、
外
国
人
一
般
労
働
者
に
対
す
る
職
業
生
活
上
、
日
常
生
活
上
及
び
社
会
生
活
上
の
支
援
並
び
に
そ
の
保

護
を
図
る
と
と
も
に
、
認
定
雇
用
機
関
に
よ
る
外
国
人
一
般
労
働
者
の
円
滑
な
雇
用
を
支
援
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

国
内
外
に
お
け
る
外
国
人
一
般
労
働
者
に
係
る
日
本
語
能
力
の
向
上
の
た
め
の
研
修
そ
の
他
の
本
邦
で
の
職
業
生
活
、

日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
研
修
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
外
国
人

一
般
労
働
者
研
修
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
体
制
及
び
基
盤
の
整
備
の
支
援
、
外
国
人
一
般
労
働
者
研
修
に
従
事
す
る
者

の
養
成
並
び
に
使
用
さ
れ
る
教
材
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
含
む
。
）
の
開
発
及

び
提
供
並
び
に
そ
の
支
援
、
外
国
人
一
般
労
働
者
研
修
を
行
う
研
修
機
関
の
活
動
及
び
外
国
人
一
般
労
働
者
の
支
援
そ
の

他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

二 

公
共
職
業
安
定
所
等
に
お
け
る
体
制
の
充
実
強
化
、
関
係
機
関
相
互
の
連
携
強
化
、
外
国
人
一
般
労
働
者
に
対
す
る
支

援
及
び
そ
の
保
護
に
関
す
る
業
務
を
行
う
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
担
う
外
国
人
一
般
労
働
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備



 
 

 

一
五 

そ
の
他
の
外
国
人
一
般
労
働
者
、
認
定
雇
用
機
関
等
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
外
国
人
一
般
労
働
者
の
保
護
を
行
う
体
制
を
整
備
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

三 

関
係
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体
の
機
関
、
認
定
雇
用
機
関
そ
の
他
の
関
係
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
そ
の
構
成
員
が
相

互
の
連
絡
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
外
国
人
一
般
労
働
者
に
対
す
る
支
援
及
び
そ
の
保
護
並
び
に
認
定
雇
用
機
関
に
よ
る
外

国
人
一
般
労
働
者
の
円
滑
な
雇
用
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
外
国
人
一
般
労
働
者
に
対
す
る
支
援
等
」
と
い
う
。
）
に

有
用
な
情
報
を
共
有
し
、
そ
の
構
成
員
の
連
携
の
緊
密
化
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
す
る
産
業
上
の
分
野
及
び
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え
た
外
国
人
一
般
労
働
者
に
対
す
る
支
援
等
に
資
す
る
取
組
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

四 

外
国
人
一
般
労
働
者
が
そ
の
在
留
資
格
に
係
る
認
定
雇
用
機
関
の
下
で
の
就
労
を
継
続
し
、
又
は
そ
の
在
留
資
格
に
係

る
都
道
府
県
の
区
域
に
お
い
て
生
活
を
円
滑
に
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
取
組
を
行
う
認
定
雇
用
機
関
及

び
地
方
公
共
団
体
を
支
援
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 

第
三
章 

外
国
人
一
般
労
働
者
雇
用
制
度
整
備
推
進
本
部 

 

（
設
置
） 



 

 
 

 

一
六 

第
十
六
条 

外
国
人
一
般
労
働
者
雇
用
制
度
の
整
備
の
推
進
を
総
合
的
か
つ
集
中
的
に
行
う
た
め
、
内
閣
に
、
外
国
人
一
般
労

働
者
雇
用
制
度
整
備
推
進
本
部
（
以
下
「
本
部
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。 

 

（
所
掌
事
務
等
） 

第
十
七
条 

本
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

 

一 

外
国
人
一
般
労
働
者
雇
用
制
度
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。 

 

二 

外
国
人
一
般
労
働
者
雇
用
制
度
の
整
備
の
推
進
を
総
合
的
か
つ
集
中
的
に
行
う
た
め
に
必
要
な
法
律
案
及
び
政
令
案
の

立
案
に
関
す
る
こ
と
。 

 

三 

外
国
人
一
般
労
働
者
雇
用
制
度
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
関
係
機
関
及
び
関
係
団
体
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。 

２ 

本
部
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
内
閣
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
号
）
に
い
う
主
任
の
大
臣
は
、
内
閣
総
理
大
臣
と

す
る
。 

 

（
組
織
） 

第
十
八
条 

本
部
は
、
外
国
人
一
般
労
働
者
雇
用
制
度
整
備
推
進
本
部
長
、
外
国
人
一
般
労
働
者
雇
用
制
度
整
備
推
進
副
本
部

長
及
び
外
国
人
一
般
労
働
者
雇
用
制
度
整
備
推
進
本
部
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。 



 
 

 

一
七 

 
（
外
国
人
一
般
労
働
者
雇
用
制
度
整
備
推
進
本
部
長
） 

第
十
九
条 

本
部
の
長
は
、
外
国
人
一
般
労
働
者
雇
用
制
度
整
備
推
進
本
部
長
（
以
下
「
本
部
長
」
と
い
う
。
）
と
し
、
内
閣

総
理
大
臣
を
も
っ
て
充
て
る
。 

２ 

本
部
長
は
、
本
部
の
事
務
を
総
括
し
、
所
部
の
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。 

 

（
外
国
人
一
般
労
働
者
雇
用
制
度
整
備
推
進
副
本
部
長
） 

第
二
十
条 

本
部
に
、
外
国
人
一
般
労
働
者
雇
用
制
度
整
備
推
進
副
本
部
長
（
次
項
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
副
本
部
長
」

と
い
う
。
）
を
置
き
、
厚
生
労
働
大
臣
及
び
法
務
大
臣
を
も
っ
て
充
て
る
。 

２ 

副
本
部
長
は
、
本
部
長
の
職
務
を
助
け
る
。 

 

（
外
国
人
一
般
労
働
者
雇
用
制
度
整
備
推
進
本
部
員
） 

第
二
十
一
条 

本
部
に
、
外
国
人
一
般
労
働
者
雇
用
制
度
整
備
推
進
本
部
員
（
次
項
に
お
い
て
「
本
部
員
」
と
い
う
。
）
を
置

く
。 

２ 

本
部
員
は
、
本
部
長
及
び
副
本
部
長
以
外
の
全
て
の
国
務
大
臣
を
も
っ
て
充
て
る
。 

 

（
資
料
の
提
出
そ
の
他
の
協
力
） 



 

 
 

 

一
八 

第
二
十
二
条 

本
部
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団

体
、
独
立
行
政
法
人
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法

人
を
い
う
。
）
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
）
の
長
並
び
に
特
殊
法
人
（
法
律
に
よ
り
直
接
に
設
立
さ
れ
た
法
人
又
は
特
別
の

法
律
に
よ
り
特
別
の
設
立
行
為
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
た
法
人
で
あ
っ
て
、
総
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
一
号
）

第
四
条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
い
う
。
）
の
代
表
者
に
対
し
て
、
資
料
の
提
出
、
意
見
の
開
陳
、

説
明
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

本
部
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
者
以
外
の
者
に
対

し
て
も
、
必
要
な
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
外
国
人
一
般
労
働
者
雇
用
制
度
整
備
推
進
会
議
） 

第
二
十
三
条 

本
部
に
、
外
国
人
一
般
労
働
者
雇
用
制
度
整
備
推
進
会
議
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
推
進
会
議
」
と
い
う
。
）

を
置
く
。 

２ 

推
進
会
議
は
、
関
係
労
働
者
及
び
関
係
事
業
主
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
長
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者



 
 

 

一
九 

の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
委
員
二
十
人
以
内
で
組
織
す
る
。 

３ 
推
進
会
議
は
、
外
国
人
一
般
労
働
者
雇
用
制
度
の
整
備
の
推
進
の
た
め
に
講
ぜ
ら
れ
る
施
策
に
係
る
重
要
事
項
に
つ
い
て

調
査
審
議
し
、
本
部
長
に
意
見
を
述
べ
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

推
進
会
議
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
述
べ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
内
容
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

本
部
長
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
に
基
づ
き
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
推
進
会
議
に
通
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

（
事
務
局
） 

第
二
十
四
条 

本
部
の
事
務
を
処
理
さ
せ
る
た
め
、
本
部
に
、
事
務
局
を
置
く
。 

２ 

事
務
局
に
、
事
務
局
長
の
ほ
か
、
所
要
の
職
員
を
置
く
。 

３ 

事
務
局
長
は
、
本
部
長
の
命
を
受
け
て
、
局
務
を
掌
理
す
る
。 

 

（
政
令
へ
の
委
任
） 

第
二
十
五
条 

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
本
部
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 



 

 
 

 

二
〇 

 
（
施
行
期
日
） 

１ 
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
章
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い

範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
技
能
実
習
生
等
の
保
護
） 

２ 

政
府
は
、
技
能
実
習
生
（
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八

年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
技
能
実
習
生
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
技
能
実
習
生
に
な
ろ
う
と

す
る
者
の
権
利
利
益
が
不
当
に
害
さ
れ
る
事
案
が
生
じ
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、
第
五
条
の
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
ま
で

の
間
、こ
れ
ら
の
者
の
保
護
及
び
支
援
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。



 
 

 

二
一 

 
 
 
 
 

理 

由 

 

少
子
高
齢
化
の
進
展
、
人
口
の
減
少
そ
の
他
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に

あ
る
た
め
外
国
人
に
よ
り
不
足
す
る
人
材
の
確
保
を
図
る
べ
き
産
業
上
の
分
野
及
び
地
域
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
外
国

人
一
般
労
働
者
雇
用
制
度
の
整
備
を
総
合
的
か
つ
集
中
的
に
推
進
す
る
た
め
、
外
国
人
一
般
労
働
者
雇
用
制
度
の
整
備
の
推
進

に
関
す
る
基
本
理
念
及
び
基
本
方
針
そ
の
他
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
外
国
人
一
般
労
働
者
雇
用
制
度
整
備

推
進
本
部
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 



  

 

一 

   外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 の 整 備 の 推 進 に 関 す る 法 律 案 要 綱 
第 一 総 則 

 一 目 的                                    （ 第 一 条 関 係 ） 

   こ の 法 律 は 、 少 子 高 齢 化 の 進 展 、 人 口 の 減 少 そ の 他 の 社 会 経 済 情 勢 の 変 化 に 伴 い 、 人 材 を 確 保 す る こ

と が 困 難 な 状 況 に あ る た め 外 国 人 に よ り 不 足 す る 人 材 の 確 保 を 図 る べ き 産 業 上 の 分 野 及 び 地 域 が 生 じ て

い る こ と に 鑑 み 、 外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 の 整 備 の 推 進 に 関 す る 基 本 理 念 及 び 基 本 方 針 そ の 他 の 基 本

と な る 事 項 を 定 め る と と も に 、 外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 整 備 推 進 本 部 を 設 置 す る こ と に よ り 、 外 国 人

一 般 労 働 者 雇 用 制 度 の 整 備 を 総 合 的 か つ 集 中 的 に 推 進 す る こ と を 目 的 と す る こ と 。 

 二 定 義                                    （ 第 二 条 関 係 ） 

  １ こ の 法 律 に お い て 「 外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 」 と は 、 本 邦 に お け る 外 国 人 一 般 労 働 者 の 適 正 な 受

入 れ を 促 進 し 、 か つ 、 外 国 人 一 般 労 働 者 の 適 切 な 就 業 環 境 が 実 現 さ れ る よ う そ の 適 正 な 雇 用 管 理 を 確

保 す る た め の 制 度 を い う こ と 。 

  ２ こ の 法 律 に お い て 「 外 国 人 一 般 労 働 者 」 と は 、 一 般 労 働 一 号 の 在 留 資 格 又 は 一 般 労 働 二 号 の 在 留 資



 

  

 

二 

格 を 有 す る 者 で あ っ て 、 第 二 の 二 １ ② の 運 用 計 画 を 踏 ま え 定 め る 活 動 を 行 う も の （ 当 該 活 動 を 行 う こ

と が 予 定 さ れ て い る 者 を 含 む 。 ） を い う こ と 。 

  ３ こ の 法 律 に お い て 「 一 般 労 働 一 号 の 在 留 資 格 」 と は 、 特 定 の 産 業 上 の 分 野 及 び 都 道 府 県 の 区 域 （ 北

海 道 に あ っ て は 、 支 庁 の 所 管 区 域 。 以 下 同 じ 。 ） に お い て 、 認 定 雇 用 機 関 と の 雇 用 契 約 に 基 づ き 、 一

般 業 務 に 係 る 活 動 （ 出 入 国 管 理 及 び 難 民 認 定 法 （ 以 下 「 入 管 法 」 と い う 。 ） 別 表 第 一 の 一 及 び 二 の 表

（ 特 定 技 能 及 び 技 能 実 習 の 項 を 除 く 。 ） の 下 欄 に 掲 げ る 活 動 以 外 の 活 動 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） と し て

第 二 の 二 １ ② の 運 用 計 画 を 踏 ま え 定 め る 活 動 を 行 う こ と が で き る 在 留 資 格 を い う こ と 。 

  ４ こ の 法 律 に お い て 「 一 般 労 働 二 号 の 在 留 資 格 」 と は 、 特 定 の 産 業 上 の 分 野 及 び 都 道 府 県 の 区 域 に お

い て 、 一 般 労 働 一 号 の 在 留 資 格 に 伴 う 在 留 期 間 の 満 了 後 も 引 き 続 き 本 邦 で 就 労 し よ う と す る 者 そ の 他

こ れ に 準 ず る 者 が 、 認 定 雇 用 機 関 と の 雇 用 契 約 に 基 づ き 、 一 般 業 務 に 係 る 活 動 と し て 第 二 の 二 １ ② の

運 用 計 画 を 踏 ま え 定 め る 活 動 を 行 う こ と が で き る 在 留 資 格 を い う こ と 。 

  ５ こ の 法 律 に お い て 「 認 定 雇 用 機 関 」 と は 、 第 二 の 二 ２ ① の 認 定 を 受 け た 本 邦 の 公 私 の 機 関 を い う こ

と 。 



  

 

三 

 三 基 本 理 念                                  （ 第 三 条 関 係 ） 

   外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 の 整 備 の 推 進 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 基 本 と し て 行 わ れ る も の と す る こ と 。 

  ① 人 材 を 確 保 す る こ と が 困 難 な 状 況 に あ る た め 外 国 人 に よ り 不 足 す る 人 材 の 確 保 を 図 る べ き 産 業 上 の

分 野 及 び 地 域 の 活 力 の 向 上 及 び 持 続 的 な 発 展 に 寄 与 す る と と も に 、 多 文 化 共 生 社 会 の 形 成 に 資 す る こ

と 。 

  ② 本 邦 で 就 労 す る 外 国 人 の 人 権 が 尊 重 さ れ 、 そ の 保 護 が 適 切 に 図 ら れ る と と も に 、 こ れ ら の 外 国 人 の

安 定 的 で 充 実 し た 職 業 生 活 の 確 保 並 び に そ の 希 望 に 応 じ た 職 業 能 力 の 開 発 及 び 向 上 が 図 ら れ る こ と 。 

 四 国 の 責 務                                  （ 第 四 条 関 係 ） 

   国 は 、 三 の 基 本 理 念 に の っ と り 、 外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 の 整 備 を 推 進 す る 責 務 を 有 す る こ と 。 

 五 法 制 上 の 措 置 等                               （ 第 五 条 関 係 ） 

   政 府 は 、 第 二 に 定 め る 基 本 方 針 に 基 づ き 、 外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 の 整 備 の 推 進 を 行 う も の と し 、

こ の た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る こ と 。 こ の 場 合 に お い て 、 必 要 と な る 法 制 上 の 措 置 に つ い て

は 、 こ の 法 律 の 施 行 後 一 年 以 内 を 目 途 と し て 講 じ な け れ ば な ら な い こ と 。 



 

  

 

四 

第 二 外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 の 整 備 の 推 進 に 関 す る 基 本 方 針 

 一 一 般 労 働 一 号 の 在 留 資 格 及 び 一 般 労 働 二 号 の 在 留 資 格 の 創 設 等                  

  １ 一 般 労 働 一 号 の 在 留 資 格 の 創 設                       （ 第 六 条 関 係 ） 

    政 府 は 、 次 に 掲 げ る と こ ろ に 従 い 、 一 般 労 働 一 号 の 在 留 資 格 を 創 設 す る も の と す る こ と 。 

   ① そ の 在 留 期 間 は 、 二 年 と す る も の と し 、 在 留 期 間 の 更 新 は 、 す る こ と が で き な い も の と す る こ と 。

た だ し 、 在 留 期 間 中 に 産 前 産 後 休 業 、 育 児 休 業 そ の 他 の 休 業 の 期 間 が あ る 場 合 に あ っ て は 、 こ れ に

相 当 す る 期 間 の 在 留 期 間 の 更 新 を 受 け る こ と が で き る も の と す る こ と 。 

   ② そ の 取 得 に 当 た っ て は 、 日 本 語 を 理 解 し 使 用 す る 能 力 （ 以 下 「 日 本 語 能 力 」 と い う 。 ） 及 び 一 般

労 働 一 号 の 在 留 資 格 に 係 る 活 動 に 係 る 経 験 、 知 識 、 技 能 等 は 、 問 わ な い も の と す る こ と 。 

   ③ 一 般 労 働 一 号 の 在 留 資 格 を も っ て 在 留 す る 者 の 当 該 一 般 労 働 一 号 の 在 留 資 格 に 係 る 産 業 上 の 分 野

及 び 都 道 府 県 の 区 域 （ ④ に お い て 単 に 「 産 業 上 の 分 野 及 び 都 道 府 県 の 区 域 」 と い う 。 ） の 変 更 （ 当

該 一 般 労 働 一 号 の 在 留 資 格 に 係 る 認 定 雇 用 機 関 の 変 更 を 伴 わ な い も の に 限 る 。 ） は 、 や む を 得 な い

事 情 が あ る 場 合 を 除 き 、 す る こ と が で き な い も の と す る こ と 。 



  

 

五 

   ④ 一 般 労 働 一 号 の 在 留 資 格 を も っ て 在 留 す る 者 の 当 該 一 般 労 働 一 号 の 在 留 資 格 に 係 る 認 定 雇 用 機 関

の 変 更 は 、 同 一 の 産 業 上 の 分 野 及 び 都 道 府 県 の 区 域 に お い て 一 回 に 限 り 、 す る こ と が で き る も の と

す る こ と 。 た だ し 、 当 該 認 定 雇 用 機 関 の 下 で の 就 労 の 継 続 が 困 難 で あ る と 認 め ら れ る 事 情 が あ る 場

合 に あ っ て は 、 こ の 限 り で な い も の と す る こ と 。 

   ⑤ ④ た だ し 書 の 事 情 に 該 当 す る か ど う か の 判 断 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 厚 生 労 働 大 臣 が 指 針 で 定 め る

も の と す る こ と 。 

   ⑥ 一 般 労 働 一 号 の 在 留 資 格 を も っ て 在 留 す る 者 の 扶 養 を 受 け る 配 偶 者 及 び 子 に つ い て は 、 家 族 滞 在

の 在 留 資 格 を 認 め な い も の と す る こ と 。 た だ し 、 当 該 一 般 労 働 一 号 の 在 留 資 格 を も っ て 在 留 す る 者

の 在 留 期 間 中 に 本 邦 で 出 生 し た 子 に つ い て は 、 こ の 限 り で な い も の と す る こ と 。 

  ２ 一 般 労 働 二 号 の 在 留 資 格 の 創 設                       （ 第 七 条 関 係 ） 

    政 府 は 、 次 に 掲 げ る と こ ろ に 従 い 、 一 般 労 働 二 号 の 在 留 資 格 を 創 設 す る も の と す る こ と 。 

   ① そ の 在 留 期 間 は 、 五 年 と す る も の と し 、 在 留 期 間 の 更 新 は 、 す る こ と が で き な い も の と す る こ と 。

た だ し 、 在 留 期 間 中 に 産 前 産 後 休 業 、 育 児 休 業 そ の 他 の 休 業 の 期 間 が あ る 場 合 に あ っ て は 、 こ れ に
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相 当 す る 期 間 の 在 留 期 間 の 更 新 を 受 け る こ と が で き る も の と す る こ と 。 

   ② そ の 取 得 に 当 た っ て は 、 一 定 水 準 以 上 の 日 本 語 能 力 及 び 一 般 労 働 二 号 の 在 留 資 格 に 係 る 活 動 に 係

る 経 験 、 知 識 、 技 能 等 を 要 す る も の と す る こ と 。 

   ③ 一 般 労 働 二 号 の 在 留 資 格 を も っ て 在 留 す る 者 の 扶 養 を 受 け る 配 偶 者 及 び 子 に つ い て は 、 家 族 滞 在

の 在 留 資 格 を 認 め る も の と す る こ と 。 

  ３ 特 定 技 能 及 び 技 能 実 習 の 在 留 資 格 の 廃 止                   （ 第 八 条 関 係 ） 

    政 府 は 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ た 上 で 、 特 定 技 能 及 び 技 能 実 習 の 在 留 資 格 を 廃 止 す る も の と す る こ

と 。 

   ① 特 定 技 能 及 び 技 能 実 習 の 在 留 資 格 を 廃 止 す る 際 現 に こ れ ら の 在 留 資 格 を も っ て 在 留 す る 者 に つ い

て は 、 引 き 続 き こ れ ら の 在 留 資 格 を も っ て 在 留 す る こ と が で き る も の と す る こ と 。 こ の 場 合 に お い

て 、 そ の 者 の 保 護 及 び 支 援 を 適 切 に 実 施 す る た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る こ と 。 

   ② 入 管 法 別 表 第 一 の 二 の 表 の 技 能 実 習 の 項 の 下 欄 第 一 号 イ 、 第 二 号 イ 及 び 第 三 号 イ に 掲 げ る 活 動 に

相 当 す る 活 動 を 行 う こ と が で き る 在 留 資 格 に 係 る 制 度 を 整 備 し 、 当 該 制 度 を 適 切 に 運 用 す る た め に



  

 

七 

必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る こ と 。 

   ③ 特 定 技 能 及 び 技 能 実 習 の 在 留 資 格 を も っ て 在 留 す る 者 の 一 般 労 働 一 号 の 在 留 資 格 又 は 一 般 労 働 二

号 の 在 留 資 格 へ の 変 更 は 、 す る こ と が で き な い も の と す る こ と 。 

  ４ 入 管 法 別 表 第 一 の 上 欄 の 在 留 資 格 に 関 す る 全 般 的 な 見 直 し 等          （ 第 九 条 関 係 ） 

    １ か ら ３ ま で に 定 め る も の の ほ か 、 政 府 は 、 入 管 法 別 表 第 一 の 上 欄 の 在 留 資 格 （ 特 定 技 能 及 び 技 能

実 習 の 在 留 資 格 を 除 く 。 ） に 関 す る 全 般 的 な 見 直 し を 行 う と と も に 、 第 一 の 五 の 必 要 な 措 置 の 実 施 状

況 等 を 踏 ま え 、 一 般 労 働 二 号 の 在 留 資 格 に 係 る 活 動 に よ り 得 た 経 験 、 知 識 、 技 能 等 を 生 か し て 一 般 労

働 二 号 の 在 留 資 格 に 伴 う 在 留 期 間 の 満 了 後 も 引 き 続 き 本 邦 で 就 労 す る こ と が で き る 在 留 資 格 の 創 設 に

つ い て 検 討 を 加 え 、 そ の 結 果 に 基 づ い て 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る こ と 。 

 二 外 国 人 一 般 労 働 者 の 雇 用 に 関 す る 手 続 の 整 備 等                        

  １ 基 本 指 針 の 作 成 等                             （ 第 十 条 関 係 ） 

    政 府 は 、 一 般 労 働 一 号 の 在 留 資 格 及 び 一 般 労 働 二 号 の 在 留 資 格 （ 以 下 「 一 般 労 働 の 在 留 資 格 」 と い

う 。 ） に 係 る 制 度 の 適 切 な 運 用 を 図 る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 ず る も の と す る こ と 。 



 

  

 

八 

   ① 一 般 労 働 の 在 留 資 格 に 係 る 制 度 の 意 義 に 関 す る 事 項 そ の 他 の 一 般 労 働 の 在 留 資 格 に 係 る 制 度 の 運

用 に 関 す る 重 要 事 項 を 定 め る 基 本 指 針 を 、 閣 議 の 決 定 に よ り 、 定 め る も の と す る こ と 。 

   ② ① の 基 本 指 針 に の っ と り 、 次 に 掲 げ る 事 項 そ の 他 の 一 般 労 働 の 在 留 資 格 に 係 る 制 度 の 適 切 な 運 用

を 図 る た め に 必 要 な 事 項 を 定 め る 運 用 計 画 を 定 め る も の と す る こ と 。 

    イ 新 た に 受 け 入 れ る 外 国 人 一 般 労 働 者 の 総 数 の 上 限 

    ロ 外 国 人 一 般 労 働 者 を 新 た に 受 け 入 れ る 必 要 が あ る と 認 め ら れ る 産 業 上 の 分 野 及 び 都 道 府 県 の 区

域 並 び に 当 該 産 業 上 の 分 野 及 び 都 道 府 県 の 区 域 ご と の 新 た に 受 け 入 れ る 外 国 人 一 般 労 働 者 の 数 の

上 限 

    ハ 条 約 等 締 約 国 （ 外 国 人 一 般 労 働 者 の 送 出 し 及 び 受 入 れ に 関 す る 条 約 そ の 他 の 国 際 約 束 を 我 が 国

と 締 結 し て い る 外 国 で あ っ て 、 一 般 労 働 の 在 留 資 格 を も っ て 本 邦 で の 就 労 を 希 望 す る 外 国 人 の 適

切 な 保 護 を 我 が 国 が 当 該 外 国 の 権 限 の あ る 機 関 に 要 請 し た 場 合 に 必 要 な 措 置 を 講 ず る と 認 め ら れ

る も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） ご と の 新 た に 受 け 入 れ る 外 国 人 一 般 労 働 者 の 数 の 上 限 

   ③ ① の 基 本 指 針 及 び ② の 運 用 計 画 の 作 成 に 当 た っ て は 、 関 係 労 働 者 及 び 関 係 事 業 主 、 関 係 地 方 公 共



  

 

九 

団 体 の 長 、 学 識 経 験 を 有 す る 者 そ の 他 の 関 係 者 の 意 見 を 聴 く も の と す る こ と 。 

  ２ 外 国 人 一 般 労 働 者 を 雇 用 し よ う と す る 本 邦 の 公 私 の 機 関 の 認 定 等       （ 第 十 一 条 関 係 ） 

    政 府 は 、 外 国 人 一 般 労 働 者 を 雇 用 し よ う と す る 本 邦 の 公 私 の 機 関 が 外 国 人 一 般 労 働 者 を 雇 用 す る の

に 必 要 な 適 格 性 を 有 す る こ と を 担 保 す る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 ず る も の と す る こ と 。 

   ① 本 邦 の 公 私 の 機 関 が 、 次 に 掲 げ る 要 件 に 適 合 し て い る こ と に つ い て 、 厚 生 労 働 大 臣 の 認 定 を 受 け

な け れ ば 、 外 国 人 一 般 労 働 者 を 雇 用 す る こ と が で き な い も の と す る こ と 。 こ の 場 合 に お い て 、 厚 生

労 働 大 臣 が 当 該 認 定 を し よ う と す る と き は 、 出 入 国 在 留 管 理 庁 長 官 に 協 議 す る も の と す る こ と 。 

    イ 最 近 五 年 間 に 出 入 国 又 は 労 働 に 関 す る 法 令 に 関 し 不 正 又 は 著 し く 不 当 な 行 為 を し た も の で な い

こ と そ の 他 雇 用 契 約 の 適 正 な 履 行 が 確 保 さ れ る も の と し て 定 め る 基 準 に 適 合 す る こ と 。 

    ロ 本 邦 に お け る 求 人 の 努 力 を 尽 く し て い る こ と 。 

    ハ 外 国 人 一 般 労 働 者 を 雇 用 す る た め の 就 業 環 境 が 整 備 さ れ て い る こ と 。 

    ニ 外 国 人 一 般 労 働 者 に 対 す る 職 業 生 活 上 、 日 常 生 活 上 及 び 社 会 生 活 上 の 支 援 （ 日 本 語 能 力 の 向 上

並 び に 職 業 能 力 の 開 発 及 び 向 上 の た め の 支 援 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） の 体 制 が 整 備 さ れ て い る こ と 。 



 

  

 

一 〇 

   ② 認 定 雇 用 機 関 ご と の 新 た に 雇 用 す る こ と が で き る 外 国 人 一 般 労 働 者 の 数 の 上 限 に つ い て は 、 厚 生

労 働 大 臣 が 定 め 、 こ れ を 当 該 認 定 雇 用 機 関 に 通 知 す る も の と す る こ と 。 

  ３ 外 国 人 一 般 労 働 者 に 係 る 求 人 の 申 込 み 等                  （ 第 十 二 条 関 係 ） 

    政 府 は 、 外 国 人 一 般 労 働 者 に 係 る 求 人 に 際 し 外 国 人 一 般 労 働 者 及 び 一 般 労 働 の 在 留 資 格 を も っ て 本

邦 で の 就 労 を 希 望 す る 外 国 人 の 権 利 利 益 が 不 当 に 害 さ れ る こ と が な い よ う 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 ず る

も の と す る こ と 。 

   ① 認 定 雇 用 機 関 が 外 国 人 一 般 労 働 者 を 募 集 す る に 当 た っ て は 、 公 共 職 業 安 定 所 等 （ 公 共 職 業 安 定 所

及 び 地 方 運 輸 局 （ 運 輸 監 理 部 を 含 む 。 ） を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 求 人 の 申 込 み を し な け れ ば な ら な

い も の と す る こ と 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 求 人 に 関 す る 情 報 及 び 当 該 求 人 に 係 る 求 職 者 に 関 す る

情 報 の 伝 達 に つ い て は 、 認 定 雇 用 機 関 、 公 共 職 業 安 定 所 等 、 厚 生 労 働 大 臣 及 び 国 土 交 通 大 臣 並 び に

条 約 等 締 約 国 の 権 限 の あ る 機 関 の 間 に お い て の み 、 行 わ れ る も の と す る こ と 。 

   ② 外 国 人 一 般 労 働 者 が そ の 在 留 資 格 に 係 る 認 定 雇 用 機 関 の 変 更 を し よ う と す る 場 合 は 、 公 共 職 業 安

定 所 等 が 、 ① の 求 人 の 申 込 み に 応 じ て 職 業 紹 介 を 行 う も の と す る こ と 。 



  

 

一 一 

  ４ 外 国 人 一 般 労 働 者 に 係 る 雇 用 契 約 等                    （ 第 十 三 条 関 係 ） 

   ㈠ 政 府 は 、 外 国 人 一 般 労 働 者 に 係 る 適 正 な 労 働 条 件 を 確 保 す る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 ず る も の

と す る こ と 。 

    ① 外 国 人 一 般 労 働 者 と 認 定 雇 用 機 関 と の 間 の 雇 用 契 約 に つ い て は 、 次 に 掲 げ る 事 項 が 適 切 に 定 め

ら れ て い る も の と し て 定 め る 基 準 に 適 合 す る も の で な け れ ば な ら な い も の と す る こ と 。 

     イ 当 該 雇 用 契 約 に 基 づ い て 当 該 外 国 人 一 般 労 働 者 が 行 う 活 動 の 内 容 及 び こ れ に 対 す る 報 酬 そ の

他 の 雇 用 関 係 に 関 す る 事 項 

     ロ イ に 掲 げ る も の の ほ か 、 雇 用 期 間 が 満 了 し て 帰 国 す る こ と と な る 外 国 人 一 般 労 働 者 の 帰 国 を

援 助 す る た め の 措 置 そ の 他 当 該 外 国 人 一 般 労 働 者 の 適 正 な 在 留 に 資 す る た め に 必 要 な 事 項 

    ② ① の 基 準 に は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 含 む も の と す る こ と 。 

     イ 外 国 人 で あ る こ と を 理 由 と し て 、 報 酬 の 決 定 、 教 育 訓 練 の 実 施 、 福 利 厚 生 施 設 の 利 用 そ の 他

の 待 遇 に つ い て 、 差 別 的 取 扱 い を し て は な ら な い こ と 。 

     ロ 労 働 者 派 遣 等 （ 労 働 者 派 遣 事 業 の 適 正 な 運 営 の 確 保 及 び 派 遣 労 働 者 の 保 護 等 に 関 す る 法 律 第



 

  

 

一 二 

二 条 第 一 号 に 規 定 す る 労 働 者 派 遣 及 び 船 員 職 業 安 定 法 第 六 条 第 十 一 項 に 規 定 す る 船 員 派 遣 を い

う 。 ） の 対 象 と し て は な ら な い こ と 。 

     ハ イ 及 び ロ に 掲 げ る も の の ほ か 、 外 国 人 一 般 労 働 者 の 保 護 を 図 る た め に 必 要 な 事 項 

   ㈡ ㈠ の 措 置 の ほ か 、 政 府 は 、 外 国 人 一 般 労 働 者 に 係 る 適 正 な 労 働 条 件 の 確 保 に 関 す る 事 務 を 厚 生 労

働 大 臣 又 は 国 土 交 通 大 臣 に 行 わ せ る た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る こ と 。 

  ５ 外 国 人 一 般 労 働 者 の 雇 用 に 関 す る 費 用 負 担                 （ 第 十 四 条 関 係 ） 

    政 府 は 、 外 国 人 一 般 労 働 者 の 雇 用 に 関 す る 費 用 に つ い て 外 国 人 一 般 労 働 者 及 び そ の 在 留 資 格 に 係 る

認 定 雇 用 機 関 の 負 担 が 適 切 な も の と な る よ う 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 ず る も の と す る こ と 。 

   ① 外 国 人 一 般 労 働 者 が 負 担 す る 費 用 を 明 確 か つ 最 小 限 度 に す る た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す

る こ と 。 

   ② 外 国 人 一 般 労 働 者 の 都 合 に よ る そ の 在 留 資 格 に 係 る 認 定 雇 用 機 関 の 変 更 が あ っ た 場 合 に 、 変 更 前

の 認 定 雇 用 機 関 が 負 担 し た 当 該 外 国 人 一 般 労 働 者 の 雇 用 に 関 す る 費 用 の 一 部 を 、 変 更 後 の 認 定 雇 用

機 関 が 補 塡 す る 制 度 を 整 備 す る も の と す る こ と 。 



  

 

一 三 

  ６ 外 国 人 一 般 労 働 者 に 対 す る 支 援 及 び そ の 保 護 等               （ 第 十 五 条 関 係 ） 

    政 府 は 、 外 国 人 一 般 労 働 者 に 対 す る 職 業 生 活 上 、 日 常 生 活 上 及 び 社 会 生 活 上 の 支 援 並 び に そ の 保 護

を 図 る と と も に 、 認 定 雇 用 機 関 に よ る 外 国 人 一 般 労 働 者 の 円 滑 な 雇 用 を 支 援 す る た め 、 次 に 掲 げ る 措

置 を 講 ず る も の と す る こ と 。 

   ① 国 内 外 に お け る 外 国 人 一 般 労 働 者 に 係 る 日 本 語 能 力 の 向 上 の た め の 研 修 そ の 他 の 本 邦 で の 職 業 生

活 、 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 円 滑 に 営 む こ と が で き る よ う に す る た め の 研 修 （ 以 下 「 外 国 人 一 般 労

働 者 研 修 」 と い う 。 ） に 関 す る 体 制 及 び 基 盤 の 整 備 の 支 援 、 外 国 人 一 般 労 働 者 研 修 に 従 事 す る 者 の

養 成 並 び に 使 用 さ れ る 教 材 （ イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 じ て 提 供 す る こ と が で き る も の を 含 む 。 ） の 開 発

及 び 提 供 並 び に そ の 支 援 、 外 国 人 一 般 労 働 者 研 修 を 行 う 研 修 機 関 の 活 動 及 び 外 国 人 一 般 労 働 者 の 支

援 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る こ と 。 

   ② 公 共 職 業 安 定 所 等 に お け る 体 制 の 充 実 強 化 、 関 係 機 関 相 互 の 連 携 強 化 、 外 国 人 一 般 労 働 者 に 対 す

る 支 援 及 び そ の 保 護 に 関 す る 業 務 を 行 う 拠 点 と し て の 機 能 を 担 う 外 国 人 一 般 労 働 者 就 労 支 援 セ ン タ

ー の 整 備 そ の 他 の 外 国 人 一 般 労 働 者 、 認 定 雇 用 機 関 等 の 相 談 に 応 じ 、 必 要 な 情 報 の 提 供 、 助 言 そ の
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他 の 支 援 を 行 う と と も に 、 外 国 人 一 般 労 働 者 の 保 護 を 行 う 体 制 を 整 備 す る も の と す る こ と 。 

   ③ 関 係 行 政 機 関 、 地 方 公 共 団 体 の 機 関 、 認 定 雇 用 機 関 そ の 他 の 関 係 者 に よ り 構 成 さ れ 、 そ の 構 成 員

が 相 互 の 連 絡 を 図 る こ と に よ り 、 外 国 人 一 般 労 働 者 に 対 す る 支 援 及 び そ の 保 護 並 び に 認 定 雇 用 機 関

に よ る 外 国 人 一 般 労 働 者 の 円 滑 な 雇 用 （ 以 下 「 外 国 人 一 般 労 働 者 に 対 す る 支 援 等 」 と い う 。 ） に 有

用 な 情 報 を 共 有 し 、 そ の 構 成 員 の 連 携 の 緊 密 化 を 図 る と と も に 、 関 係 す る 産 業 上 の 分 野 及 び 地 域 の

実 情 を 踏 ま え た 外 国 人 一 般 労 働 者 に 対 す る 支 援 等 に 資 す る 取 組 に つ い て 協 議 を 行 う 協 議 会 を 組 織 す

る こ と が で き る よ う に す る も の と す る こ と 。 

   ④ 外 国 人 一 般 労 働 者 が そ の 在 留 資 格 に 係 る 認 定 雇 用 機 関 の 下 で の 就 労 を 継 続 し 、 又 は そ の 在 留 資 格

に 係 る 都 道 府 県 の 区 域 に お い て 生 活 を 円 滑 に 営 む こ と が で き る よ う に す る た め の 取 組 を 行 う 認 定 雇

用 機 関 及 び 地 方 公 共 団 体 を 支 援 す る も の と す る こ と 。 

第 三 外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 整 備 推 進 本 部                           

 一 設 置                                   （ 第 十 六 条 関 係 ） 

   外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 の 整 備 の 推 進 を 総 合 的 か つ 集 中 的 に 行 う た め 、 内 閣 に 、 外 国 人 一 般 労 働 者
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雇 用 制 度 整 備 推 進 本 部 （ 以 下 「 本 部 」 と い う 。 ） を 置 く こ と 。 

 二 所 掌 事 務 等                                （ 第 十 七 条 関 係 ） 

  １ 本 部 は 、 次 に 掲 げ る 事 務 を つ か さ ど る こ と 。 

   ① 外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 の 整 備 の 推 進 に 関 す る 総 合 調 整 に 関 す る こ と 。 

   ② 外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 の 整 備 の 推 進 を 総 合 的 か つ 集 中 的 に 行 う た め に 必 要 な 法 律 案 及 び 政 令

案 の 立 案 に 関 す る こ と 。 

   ③ 外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 の 整 備 の 推 進 に 関 す る 関 係 機 関 及 び 関 係 団 体 と の 連 絡 調 整 に 関 す る こ

と 。 

  ２ 本 部 に 係 る 事 項 に つ い て は 、 内 閣 法 に い う 主 任 の 大 臣 は 、 内 閣 総 理 大 臣 と す る こ と 。 

 三 組 織                                   （ 第 十 八 条 関 係 ） 

   本 部 は 、 外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 整 備 推 進 本 部 長 、 外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 整 備 推 進 副 本 部 長 及

び 外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 整 備 推 進 本 部 員 を も っ て 組 織 す る こ と 。 

 四 外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 整 備 推 進 本 部 長                  （ 第 十 九 条 関 係 ） 
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  １ 本 部 の 長 は 、 外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 整 備 推 進 本 部 長 （ 以 下 「 本 部 長 」 と い う 。 ） と し 、 内 閣 総

理 大 臣 を も っ て 充 て る こ と 。 

  ２ 本 部 長 は 、 本 部 の 事 務 を 総 括 し 、 所 部 の 職 員 を 指 揮 監 督 す る こ と 。 

 五 外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 整 備 推 進 副 本 部 長                 （ 第 二 十 条 関 係 ） 

  １ 本 部 に 、 外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 整 備 推 進 副 本 部 長 （ 以 下 「 副 本 部 長 」 と い う 。 ） を 置 き 、 厚 生

労 働 大 臣 及 び 法 務 大 臣 を も っ て 充 て る こ と 。 

  ２ 副 本 部 長 は 、 本 部 長 の 職 務 を 助 け る こ と 。 

 六 外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 整 備 推 進 本 部 員                 （ 第 二 十 一 条 関 係 ） 

  １ 本 部 に 、 外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 整 備 推 進 本 部 員 （ 以 下 「 本 部 員 」 と い う 。 ） を 置 く こ と 。 

  ２ 本 部 員 は 、 本 部 長 及 び 副 本 部 長 以 外 の 全 て の 国 務 大 臣 を も っ て 充 て る こ と 。 

 七 資 料 の 提 出 そ の 他 の 協 力                         （ 第 二 十 二 条 関 係 ） 

  １ 本 部 は 、 そ の 所 掌 事 務 を 遂 行 す る た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 関 係 行 政 機 関 、 地 方 公 共 団 体 、

独 立 行 政 法 人 及 び 地 方 独 立 行 政 法 人 の 長 並 び に 特 殊 法 人 の 代 表 者 に 対 し て 、 資 料 の 提 出 、 意 見 の 開 陳 、
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説 明 そ の 他 の 必 要 な 協 力 を 求 め る こ と が で き る こ と 。 

  ２ 本 部 は 、 そ の 所 掌 事 務 を 遂 行 す る た め 特 に 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 １ の 者 以 外 の 者 に 対 し て も 、

必 要 な 協 力 を 依 頼 す る こ と が で き る こ と 。 

 八 外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 整 備 推 進 会 議                  （ 第 二 十 三 条 関 係 ） 

  １ 本 部 に 、 外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 整 備 推 進 会 議 （ 以 下 「 推 進 会 議 」 と い う 。 ） を 置 く こ と 。 

  ２ 推 進 会 議 は 、 関 係 労 働 者 及 び 関 係 事 業 主 、 関 係 地 方 公 共 団 体 の 長 、 学 識 経 験 を 有 す る 者 そ の 他 の 関

係 者 の う ち か ら 、 内 閣 総 理 大 臣 が 任 命 す る 委 員 二 十 人 以 内 で 組 織 す る こ と 。 

  ３ 推 進 会 議 は 、 外 国 人 一 般 労 働 者 雇 用 制 度 の 整 備 の 推 進 の た め に 講 ぜ ら れ る 施 策 に 係 る 重 要 事 項 に つ

い て 調 査 審 議 し 、 本 部 長 に 意 見 を 述 べ る も の と す る こ と 。 

  ４ 推 進 会 議 は 、 ３ に よ り 意 見 を 述 べ た と き は 、 遅 滞 な く 、 そ の 内 容 を 公 表 し な け れ ば な ら な い こ と 。 

  ５ 本 部 長 は 、 ３ に よ る 意 見 に 基 づ き 措 置 を 講 じ た と き は 、 そ の 旨 を 推 進 会 議 に 通 知 し な け れ ば な ら な

い こ と 。 

 九 事 務 局                                 （ 第 二 十 四 条 関 係 ） 
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  １ 本 部 の 事 務 を 処 理 さ せ る た め 、 本 部 に 、 事 務 局 を 置 く こ と 。 

  ２ 事 務 局 に 、 事 務 局 長 の ほ か 、 所 要 の 職 員 を 置 く こ と 。 

  ３ 事 務 局 長 は 、 本 部 長 の 命 を 受 け て 、 局 務 を 掌 理 す る こ と 。 

 十 政 令 へ の 委 任                              （ 第 二 十 五 条 関 係 ） 

   こ の 法 律 に 定 め る も の の ほ か 、 本 部 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 政 令 で 定 め る こ と 。 

第 四 施 行 期 日 等                                        

 一 施 行 期 日                                （ 附 則 第 一 項 関 係 ） 

   こ の 法 律 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る こ と 。 た だ し 、 第 三 は 、 公 布 の 日 か ら 起 算 し て 三 月 を 超 え な い 範

囲 内 に お い て 政 令 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る こ と 。 

 二 技 能 実 習 生 等 の 保 護                           （ 附 則 第 二 項 関 係 ） 

   政 府 は 、 技 能 実 習 生 及 び 技 能 実 習 生 に な ろ う と す る 者 の 権 利 利 益 が 不 当 に 害 さ れ る 事 案 が 生 じ て い る

現 状 に 鑑 み 、 第 一 の 五 の 必 要 な 措 置 が 講 ぜ ら れ る ま で の 間 、 こ れ ら の 者 の 保 護 及 び 支 援 を 適 切 に 実 施 す

る た め に 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い も の と す る こ と 。 


